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資料１

徳島県保健福祉部医療政策課
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○「地域医療構想」は、2025年に向け、病床の機能分化・連携を進めるために、医療機能
ごとに2025年の医療需要と病床の必要量を推計し、定めるもの。

○都道府県が「地域医療構想」の策定を開始するに当たり、厚生労働省で推計方法を含む
「ガイドライン」を作成。平成２７年３月に発出。

○「医療介護総合確保推進法」により、平成２７年４月より、都道府県が「地域医療構想」
を策定。平成２８年度中に全都道府県で策定済み。

※ 「地域医療構想」は、二次医療圏単位での策定が原則。

医療機能の報告等を活用し、「地域医療構想」を策定し、
更なる機能分化を推進

（「地域医療構想」の内容）

１．２０２５年の医療需要と病床の必要量
・高度急性期・急性期・回復期・慢性期の４機能ごとに
医療需要と病床の必要量を推計

・在宅医療等の医療需要を推計
・都道府県内の構想区域（二次医療圏が基本）単位で推計

２．目指すべき医療提供体制を実現するための施策
例） 医療機能の分化・連携を進めるための施設設備、

在宅医療等の充実、医療従事者の確保・養成等

地域医療構想について
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○ 機能分化・連携については、
「地域医療構想調整会議」で議論・調整。

医療機能の現状と今後の
方向を報告（毎年１０月）
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地域医療構想について
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第１回東部（R4.1.27）※書面
・令和３年度病床機能再編支援事業について（４医療機関の病床機能再編）

第１回西部（R4.2.9）※書面
・令和３年度病床機能再編支援事業について（１医療機関の病床機能再編）

第１回南部（R4.3.23）※WEB
・令和２年度の調整会議の進捗状況と地域医療構想を巡る最近の動向について

・令和２年度病床機能報告の結果について

・外来医療計画に係る届出の状況について

・再検証対象医療機関の検討状況について

・阿南医療センターの病床再編計画について

第２回東部（R4.3.25）※WEB
・令和２年度の調整会議の進捗状況と地域医療構想を巡る最近の動向について

・令和２年度病床機能報告の結果について

・再検証対象医療機関の検討状況について

・外来医療計画に係る届出の状況について

・徳島県鳴門病院の病床再編計画について

・徳島病院の病床再編計画について

・「病床機能分化・連携促進基盤整備事業」及び「病床機能再編支援事業」による支援について

・医療法人合併による増床について 2

令和３年度調整会議の開催状況



公立病院
対象病院数 １１病院 合意済み１１病院 合意率１００％
（対象病床数 1,705床 合意済み 1,705床 合意率100％）
公的病院
対象病院数 ８合意済み ６病院 合意率７５％
（対象病床数 2,623床 合意済み 1,963床 合意率74.8％）
合計
対象病院数 １９病院 合意済み１７病院 合意率８９．５％
（対象病床数 4,328床 合意済み 3,668床 合意率84.6病院 ％）

※対応方針を協議中（合意に至っていない）
国立病院機構徳島病院（300床）、国立病院機構東徳島医療センター（310床）

※H30の合意時に一部保留となった病床の対応方針を協議中
阿南医療センター（398床のうち、50床）

※H30に合意したが、再検証要請を受け、対応方針を協議中
阿波病院（133床）
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公立・公的病院の2025年に向けた具体的対応方針の合意状況



許可病床数 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 合計

徳島赤十字病院 405 160 245 0 0 405

ひのみね総合療育センター 144 0 0 0 144 144

阿南医療センター 398 0 278 70 0 348
勝浦病院 50 0 25 25 0 50
上那賀病院 40 0 20 6 0 26
県立海部病院 102 0 50 52 0 102
美波病院 50 0 0 50 0 50
海南病院 45 0 0 45 0 45

合計 160 618 248 144 1,170
２０２５年の必要病床数 179 514 613 557 1,863
公立・公的の占める割合 89.4% 120.2% 40.5% 25.9% 62.8%

合意した公立・公的病院の2025対応方針（南部）

4

※阿南医療センターについては、慢性期病床「50床」を急性期病床、回復期病床へ転換する方向で検討中
※上那賀病院は、現状の「40床」から「26床」までダウンサイジングする方針
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病床の必要量と合意した2025対応方針との比較（南部）

※民間は2021病床機能報告2025予定の数値
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国の議論の状況
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地域医療構想に係るこれまでの経緯に
ついて

7

令和４年３月２日 第３回地域医療構想
及び医師確保計画に関するワーキング
グループ資料（一部改変）

２０２２年 ３月 ２日 第３回 地域医療構想及び医師確保計画に関するワーキンググループ
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及び医師確保計画に関するワーキング
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令和４年３月２日 第３回地域医療構想及び
医師確保計画に関するワーキンググループ資料
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■ ２０２２年度及び２０２３年度において、地域医療構想に係る「民間医療機関」も

含めた各医療機関の対応方針の策定や検証・見直しを行うこと。

⇒来年度末までに、南部圏域においては１５の民間医療機関（病院９、有床診療所６）に

関して当調整会議で「２０２５年に向けた対応方針」を協議し、合意する必要がある。

⇒阿南医療センターの合意が保留となっている一部の病床に関する対応方針について、

来年度末までに当調整会議で合意する必要がある。

■ 公立病院を運営する自治体は、総務省策定の「公立病院経営強化ガイドライン」

に基づき、「経営強化プラン」を策定した上で、調整会議で協議すること。

⇒県（海部病院）、勝浦町（勝浦病院）、那賀町（上那賀病院）、美波町（美波病院）、海陽町（海南病院）

■ 調整会議での検討状況は、国において定期的に公表するため、９月末、３月末

時点における状況を厚生労働省へ報告すること。
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国の議論における主なポイント


